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明治の国際人
　　浅田栄次について
渡辺金愛
1．はじめに
浅田栄次
　浅田栄次は，わが国の英語教育を史的に考
擦する場合，忘れることのできない先覚者の
一人で，天才的語学の達人であったとされる。
　後に英語教育の大御所となった岡倉由三郎
は，かつて言語学等の分野から英語教師とし
て立とうとしたとき，その目標とした人物は，
実に浅田栄次であったといわれる。
　その浅田は，明治中期に渡米してシカゴ大
学で開学第1号の博士号を取得した偉才であ
り，明治における語学界のパイオニアであっ
たばかりでなく，神学（特に旧約聖書学）を
極めんとした国際人でもあった。
　「白鴎大学論集」に浅田栄次をとりあげることは，その性格上一見適当で
ないように思われるが，外国語と国際化を重視する本学として，いささか意
義あることと考える。
　かつて，海外研究先として，米国のシカゴ大学を選んだとき，私はまだ白
鴎大学に奉職していなかったが，亡くなられた上岡学長の許へご挨拶に参上
した。在米中，若干の報告はしたが，帰国後，その間のことがどのように進
展したかについて未報告の点があった。そこで，このたびの論集が上岡学長
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の追悼号であることに鑑み遅ればせながら追加報告させていただく。
　なお「白鴎大学論集」は，毎号，シカゴ大学へ寄贈されており，世界でも
有数の同大学図書館（Joseph　Regenstein　Libraryを中心として大小5つの
図書館から構成され蔵書数約500万冊〉に所蔵されている。
2．浅田ファミリーとの奇縁
　1987年（昭和62年），私は，米国・シカゴ大学のビジネススクールにて海
外研究をした。そのとき，同大学での体験の一部を日本経済新聞に，現地の
シカゴから寄稿した。
　それは，昭和62年6，月11日付の日本経済新聞の“21Cフォーラム”欄に，
「歴史認議と異文化交流一世界的貢献の第一歩一」という見出しで掲載
された。その中に，「シカゴ大学で最初にph．D．の学位を取得したのは，
日本の浅田栄次という天才的人物で………」という一節があった。驚いたこ
とに，その文章が奇しくも浅田栄次のお孫さんの目にとまった。これに感激
したお孫さんは，早速，未だ生存中の老母へこのことを知らせた。胸を衝か
れたその母は，娘と共に父の学んだ大学にいる私（渡辺）を尋ねてシカゴヘ
行こうということになったわけである。
　現地時間の6月11日の深夜，私の宿舎（Intemational　House：千人近い人
が宿泊できる9階建てのホテル並みの設備でシカゴ大学関係者が宿泊してい
る）の枕許の電話がけたたましく鳴った。熟睡していた私は，びっくりして
跳び起きた。
　「私は，あなたが本日の日本経済新聞に書かれた浅田栄次の孫です。栄次
の三女である私の母は未だ生存中で，このことを話すと，父・栄次が学んだ
シカゴ大学を，この眼の黒いうちに是非見ておきたい。ついては，近々，母
と2人で，シカゴ大学のあなたを訪問したいのですが………」
　日本から遠く離れた異国での深夜，自室の電話の奥から流れてくる中年女
性の昂奮した声に私の手はふるえた。まだ，その新聞記事をさえ全然見てい
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ない私は，夢ではないかとしばし呆然とした。しかし私は，その2・3時問
前に，日本にいる妻から，私の文章が日本経済新聞に載っているとの電話が
あったことを思い出し，これは夢ではない，事実であると考え，ふとわれに
帰った。
　その電話の主であるお孫さんとは，大阪府豊中市在住の槌本紀子さん（夫
君は，当時神戸製鋼所専務，現在日本エヤーブレーキ社長の槌本正之氏）で
あり，老母とは，同じく大阪府箕面市在住の清水素子さん（かつて神戸女学
院大学に勤務され，現在は，東洋紡取締役である長男の清水英輔氏と同居）
である。槌本さんは，私の元の勤務先や神戸宅へ尋ねて私のシカゴでの電話
番号をキャッチされたのであった。
　その頃，私は，所用のため一時帰国予定であったが，予定を変更して，清
水素子さんと槌本紀子さんという浅田ファミリーを迎えることとした。
　ところで，話はさかのぼるが，私は，渡米したその年の3月22日（日），
成田を発ってシカゴに着くや，身辺整理もほどほどにして，翌日の月曜日に
は，先ず，世界で最も充実しているといわれるシカゴ大学の図書館（Joseph
Regenstein　Library）を訪問した。ここの5階が極東図書館になっており，
そこの日本担当責任者である奥泉栄三郎先生（慶応大学文学部出身）と知己
になった。シカゴ大学に一人の知り合いもいない私は先生の親切がとても嬉
しかった。そこで週に2，3回，先生の研究室や大学附近のレストランなど
でアメリカや日本の政治，経済，文化，大学などについて親しく話し合うよ
うになった。その話題の中で大学関係者から54人（当時，平成2年現在61人）
ものノーベル賞受賞者を出しているシカゴ大学において，始めて博士号を取
得したのは日本の浅田栄次であり，彼はノーベル賞級の学者で，大学のカレ
ンダーには，現在でも，浅田栄次が学位を取得した6月26日をその記念日と
して印刷し，後世にその栄誉を伝えていることを知ったのである。
　この話を聞いた私は，折りから日本経済新聞へ執筆中の原稿に，この話題
を織り込んだわけで，情報源はまさに奥泉先生である。
　そのような関係から，奥泉先生にも協力をお願いし，浅田ファミリーの来
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訪を待つこととした。
　かくして，新聞に関係記事が出てから一週間後の6月19日（金〉，浅田の
三女である清水素子さんは，娘の槌本紀子さんを伴って，父親が約100年前
に学んだシカゴ大学の本館前に立った。実に感無量であった。夢のようなこ
　　　　　　　　　　　　　　　とであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　シカゴ大学では，リスが遊び，緑映え
　　　　　　　　　　　　　　　るキャンパスを散歩しながら，それぞれ
　　　　　　　　　　　　　　　が往時を偲んだ。大学は，百数十の建物
　　　　　　　　　　　　　　 から構成されているので，重点的に，ロ．ッ
　　　　　　　　　　　　　　戸クフェラー記念チャペル，浅田在学当時
1987・6・19シカゴ大学キャンパスにて1　バンストン（イリノイ州）にあるノース
清水素子（浅田栄次の三女）を案内する
奥泉栄三郎（左）・渡辺金愛（右）　　　ウエスタン大学を訪ねた。浅田は，ここ
のガレット神学院（Garrett　Evangelical　Theological　Seminary）で，1891年
（明治24年）のクラスを卒業してから，シカゴ大学の大学院博士課程に進ん
だ。
　シカゴ大学とノースウエスタン大学の案内を終わって，一同がミシガン湖
畔のホテルに着いたのは，午後8時半頃であたりは真暗であった。お互いの
目は，今日は大変有意義な日であったことを物語っていた。（それにしても，
奥泉先生の車を利用してのご厚意には，今も深く感謝している。）
　なお，当時，浅田は神学研究に情熱を燃やし，教授の信用も篤く，友情の
厚い，温厚な青年であったが，エバンストンで彼と交流のあった日本人留学
生にはつぎのような者がいた。
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原田　助・・　後，同志社総長（第7代）
市原盛宏・一・後，朝鮮銀行総裁
間島弟彦・・　後，三井銀行大阪支店長
高杉瀧蔵・・　後，早稲田大学教授
玉真岩雄・・　後，慶応義塾大学教授
3．浅田の生い立ちと業績
　浅田栄次は，山口県徳山市の出身であるが，浅田が10代の半ばまで育った
この郷里の地に，浅田栄次の熱心な研究家がおられる。
　その人の名は，河口昭といい，山口県桜ヶ岡高等学校の教論である。この
ことを，シカゴで清水女史から聞いた私は，河口先生に是非会ってみたいと
思っていたところ，帰国するや先生の方から電話があり，広島のホテルで会っ
て話した。
　先生は，「浅田栄次と英語教育（1）一徳山英学の系譜から一」などの
論文を発表されており，浅田栄次は無論のこと，同郷の著名な英学者，石田
憲次（第三代京都大学英文科主任教授）岩崎民平（東京外国語大学教授）な
ど，“徳山英学史”にとり組んでおられる学究である。
　中学，高校時代から英語や英文学に関心をもっている私は，河口先生の話
に大変興昧をもった。そして，その後現地を訪れたときは，地元の先生なら
ではの話を伺うと共に，浅田の先祖の墓まで案内してもらった。
　後述するように，平成元年（1989年）の夏，徳山市において，「浅田栄次
資料展」が開催されたが，浅田家やシカゴ大学などからの資料により，浅田
栄次のプロフィールを追うこととする。
　浅田栄次は，慶応元年（1865年）5月22日，周防国・花岡（山口県徳山市）
において，徳山藩士浅田平作の長男として生まれた。5才のとき，藩校興譲
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館に入り，四書五経の素読を習い，1年あまりでそれをほとんど暗諦してし
まうほどの神童的少年であった。徳山村桜場小学校・岐陽小学校を卒業した
浅田は，明治13年山口中学校に進んだが，これにあきたらず，広島中学へ転・
じ，さらに京都中学へ編入し，明治16年7月1ここを卒業した。当時，京都中
学校は，洋式教育を導入し，和漢文を除き，すべて日本語の使用を禁じ，体
操まで外国人が担当する情況であったという。
　英語，漢学，数学を最も得意とした浅田は，明治17年工部大学（現東京大
学）へ進んだが，明治21年，23才のとき，帝国大学理科大学数学科を退学し
て，米国へ留学することとした。留学決意の背景には，時の工部大学教授J．
M。Dixonの影響があったという。ディクソンは，後に帝国大学文科大学に
おいて，夏目漱石に英語を教えた人物であるが，浅田は，熱心なメソヂスト
であったディクソンの影響で洗礼を受け（19才），神田メソヂスト教会員と
1987．6．19シカゴ大学内のハーパー記念
図書館にて，左より，渡辺，清水，槌本
正面の額写真は
　　　ハーパーシカゴ大学初代総長
なるなどキリスト教との深いかかわり
ができた。
　浅田は，キリスト教への信仰を高め
た反面，専門の数学研究にあき足らず，
もっと高遠なる学術を修めようとして，
米国留学を断行したのであった。
　まず，イリノイ州エバンストンにあ
るノースウエスタン大学・ガレット神
学校で神学を修め，明治24年（1891年）
同校を卒業するやニューヨークのコロ
ンビア大学院博言学科（Philology　Dpt．）
・ユニオン神学校に進み，旧約聖書の
研究に必要なSemitics（セム系語学）
を学んだ。そして，翌25年（1892年）
27才のとき，シカゴ大学院博言学科に
進み，1893年6月26日，開学以来始め
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ての博士号（Ph．D．）を取得した。時の初代総長は，W．R．Harperであっ
た。開学以来約1世紀を経た今日においても，大学カレンダーの6月26日の
欄には，つぎのように記録され，浅田の業績をたたえている。　“Eij重Asada，
first　Ph．D．recipient，（Semitic　Languages＆Literatures），1893”
　シカゴ大学は米国有数の大学で，大学院大学を主としており，そこでの
Ph．D．第一号が日本人であったことは，その後の同大学の国際性を顕著に
物語るものであり，現在，世界数十か国から留学生を迎えている。日本から
も多くの留学生が学んでいるが，とくにビジネス・スクールに多い。因みに，
米国には，ハーバード大学，スタンフォード大学など多くの大学がビジネス
・スクールを設けているが，全米で第一号の経営学博士は，シカゴ大学から
出ている。
　なお，1990年末現在，シカゴ大学関係者のノーベル賞受賞者数は61名で，
経済学関係の分野では，ミラー教授，シュルツ教授，スティグラー教授の3
人が教壇に立っている。
　さて，明治26年（1893年）に帰国した浅田は，28才で青山学院神学部教授
となった。そして，明治30年，瀧口みか子と結婚，ときに32才であった。当
時，わが国の国際的立場が高まり，明治30年，神田乃武（※）の招きに応じ，
高商付属外国語学校（明治32年東京外国語学校として独立）英語科教授となっ
た。
（※〉　神田乃武
　　かんだないぶ，1866～1923明治・大正期の英学者で，アメリカに留学
　　後外国語学校長などをつとめた。
　つまり浅田は，明治32年（1899年）以来，大正3年（1914年）同校図書館
で研究中急逝するまで，英語科主任教授として英語教育に専心したのである。
同校教授のA．W．Medleyは，「私の知っている日本人で最も正確な英語
を話す人は浅田先生と神田男爵である」と激賞した。
　明治40年代に出た文部省英語読本は，当時高等小学校の英語教科書として
唯一のものであり，文部省が浅田に編纂を託したものである。また，明治42
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年に出たAsada’s　Enghsh　Readersが，Asada’s　Practical　Readersとなり，
当時は無論のこと，その後の日本の英語教育界に大きな影響を与えた。
　さらに，大正3年12月に刊行された「英和和英諺語辞典」（DICTIONARY
OF　PROVERBS）は，彼の業績中もっとも注目すべきものであり，その分
野での優れた著作物として，わが国の英学界に大きく貢献した。
　そして，浅田は単なる学究にとどまらず，文部省などの依頼により，教科
書調査嘱託，高等学校大学予科入学者選抜試験委員，文官高等試験臨時委員，
中学校英語教授法調査委員，文部省視学委員などとして，東奔西走，大活躍
した。彼の英語教育は，科学的，実際的で，　“読み”　“書き”だけではなく
“話す”ことも重視し，現代の英語教育の範ともなるものである。
　彼は，日本の英語教育を担える国際的人材の育成につとめたが，門下から
は，たとえば，彼の学徳を慕って外語に入った郷土の徳山出身者だけでも，
辞書を編纂した英語学の岩崎民平（東京外大学長），英文学の石田憲次（京
大名誉教授）など，わが国の英語学・英文学を代表する逸材を輩出したこと
は前述のとおりである。
　浅田は，また，英語教育の権威者であるばかりでなく，国際的平和主義を
理想とするエスペラントの普及発展にも貢献した。（エスペラントは，「希望
ある人」の意で，ポーランドの眼科医ザメンホフが創案した国際語である）。
　1887年（明治20年〉に公表されたエスペラントは，わが国でも，明治39年
に，日本エスペラント協会が設立されたが，浅田は，その規約を手がけたり，
第γ回大会においてわが国最初のエスペラント演説を行うなど，日本のエス
ペラント運動の指導者であった。そして，エスペラントの最高機関である言
語評議会の委員に選ばれ，その活動は世界的なものとなった。
　以上のような活動から，浅田は，札幌農学校のクラークに匹敵するとさえ
いわれる。まさに，明治の国際人躍如たるものがある。
　かくして浅田は，帰朝後のおよそ20年間，青山学院神学部教授を振り出し
に，東京外国語学校英語科主任教授として，教授職をこえて，日本の英語教
育のため八面六腎の活躍をしたが，ついに，大正3年（1914年）急逝した。
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その年の11，月9日，東京外国語学校図書館にて研究中に卒倒し，翌年10日早
朝不帰の客となった。享年49才。地昧ではあるが，パワーのある特急電車の
ような生涯であった。
4．浅田栄次資料展
　借越ながら，私が海外研究中に，シカゴから送付した日本経済新聞の拙稿
が機縁となって，浅田栄次は新聞やテレビなどマスコミでもとりあげられる
ようになった。まさに，時代を越えての再登場である。それは当然のことで
ある。むしろ，遅すぎたといえる。今日あるを待っていたかのごとくである。
　浅田の出身地徳山では，故郷の生んだ明治の国際人“浅田栄次”の偉業を
讃え，市と教育委員会の主催により，1989年6月30日（金）～7月9日（日）
の10日間，徳山市立中央図書館において，「浅田栄次資料展」が開催され，
私も招待を受けて出席したが，まことにもって感無量であった。
　初日の6月30日には，浅田家関係30名，英語教育関係者などおよそ100名
が出席して開会式が行われた。まず，主催者側の徳山市長小川亮氏による故
郷の先輩をたたえる温かい挨拶，浅田家を代表して栄次の三男光彦氏（故人）
による慶びの御礼挨拶があった。そして，この日のために特別ゲストとして
来日したシカゴ大学図書館日本図書部長の奥泉栄三郎先生が，シカゴ大学総
長やシカゴ市長などからのメッセージを伝え会場をひときわインターナショ
ナルなものとした。
　2日目の7月1日には記念講演会が催された。
　まず，　“日本英語教育史における浅田栄次”と題して，広島大学教育学部
英語教育学科主任教授の松村幹男先生からのお話があり，ついでシカゴ大学
の奥泉先生から，浅田栄次の留学時代やシカゴ大学の現況などについて大変
有意義なお話があり，会場は満員の盛況であった。
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5．おわりに
　前述したように浅田栄次は，大正3年11月死去したが，その妻みか子は，
大正5年3月「浅田栄次追懐録」（三秀舎）をあらわした。今回のことがきっ
かけとなって，複刻版　が出され，私も浅田家から寄贈を受けたが，驚いた
ことに，それは邦文720頁，英文227頁，合わせると947頁におよぶ膨大なも
のである。
　内容は，家系，履歴，伝記，遺稿（聖書に関する論文，教育上の意見，和
歌，漢詩，漢文，書簡），知人寄稿などから構成されている。序文が，東京
帝国大学名誉教授で，帝大総長，文相にもなった菊地大麓であることからも
わかるように，寄稿者は，学界，教育界は無論のこと，政界，財界，宗教界
などきわめて広範囲にわたっており，浅田の面目躍如たるものがある。これ
を通して，当時の学問，教育，文化，社会などの一端を窺い知ることができ
ると共に，浅田を通じて明治の偉大さを知ることもできる。そして，私は，
このように立派な追懐録をまとめあげた妻の浅田みか子も偉大な人物である
と思う。まさに，この夫にしてこの妻ありである。（みか子はクリスチャン
として女子学院を卒業，キリスト教婦人矯風会の理事として婦人の向上のた
めに一生を捧げ85才の天寿を全うして昭和30年12月22日神に召された）
　最後に，私は，奇しくも明治の国際人“浅田栄次”の発掘・発展にいささ
か貢献協力できたこと，そして，シカゴ大学でお世話になった奥泉栄三郎先
生，山口県桜ヶ丘高等学校の河口昭先生，徳山の文化市長小川亮氏，浅田栄
次資料展実行委員会など関係の方々に，心からなる感謝と敬意の念をもって
拙稿を終わる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（199L9．30）
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参考資料： 「浅田栄次追懐録」
「日本経済新聞」
「　同　　上　」
「Mid－America　Guide」
「　同　　上　　　」
「岐山会・第4号」
（浅田みか子　1916．3．28）
（渡辺　金愛　1987．6．11）
（2可口　　　日召　　1988．　6．17）
（奥泉栄三郎　1987。9）
（同　上
　　　　　　　　　　　　　（徳山高等学校岐山会　　　．8）’
　　　　「浅田栄次資料展パンフレット」（徳山市同展実行委員会1989．
この小冊子の資料展目録は以下のとおりである。
1990．12）
1990
6）
淺田榮次資料展目録
??????????????????????????????　　明治期英語教育関係資料yvづ”30箆姪　P短窺α兜ソ　碑）θZZ（～鴬　1863『西国立志編（自助論）』，明治4年
『ウィルソン氏　英第一リードル挿言睾』，明治5年
『学問ノ心得　全』（市川兵四郎所持），明治8年
Wilhelm　Viδtor，Pθγ5♪鰯h％描67物h‘漁53乙励餉瀦ノ1882
M．Willson，丁加Sθ‘ω多4他αdθγ（翻刻），明治17年
羅布在徳原著，井上哲次郎訂増『訂増英華字典』，明治17年
『ウヰルソン第一リードル独稽古』，明治18年
Noah　Webster，丁舵EZ醐翻鰐助elJ伽g－Boo彦（翻刻），明治19年
1．To（ihunter，、4Jg8加αノbγBθg伽惚隔1886
N薇伽α」1～θ認ε欝（1・2・3・4・5，翻刻），明治19～21年
P副砂～砺伽猟sαZ　H観oη（翻刻），明治19年
米国平文先生言睾『和英語林集成』，明治20年
『ニューナショナル第一リードル独案内』，明治20年
S痂窺伽七丁ん伽41～6誠67（翻刻），明治21年
Q瓢o海6励o禽F¢7sたBoo髭伽G搬糀伽αγ（翻刻），明治21年
『正則文部省英語読本』（1・2・5），明治22年
Laura　Soames，動加4％o飯鷹‘o地88薦4yφ」％碗6あ6乱ユ891
William　Imbrie，E騨olo甜，1891
F．Gouin，　丁舵Aγ渉（ゾT8αo死伽gαπd　S伽¢y伽g　Lα％g％αg6ふ　1892
「英語直諜」（中学生徒ノート，和綴），明治28年
外山正一『英語教授法』，明治30年
H．Saito，P％猛≠面αZ　E％8彦Is死G褐勉粥α偽Vol．W，明治32年
R．B．マッケロー，片山　寛『英語発音学』，明治35年
κ㈱面、N¢”S6吻sげE％8Zi訪地α40鴬，No．3，明治36年
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岡倉由三郎『英語教育』，明治44年
　　履歴関係資料
下等小学第3級卒業謹　　　　　　　桜馬場小学
下等小学第2級卒業証書　　　　　　岐陽小学
初等中学全科卒業証　　　　　　　　京都府中学校
讃書　　　　第一高等中学校
卒業言登書　　　　　　　　　　　　　第一高等中学校
臨別書（渡米に際し，徳山にて記す）
渡米時のパスポート
帝国大学理科大学Dr．C．G．Knottの謹明書
『大学章句』，　『中庸章句』
『日本外史』（七，八）
『詩韻含英異同辮』（一，三）
『拙堂文集』（一，二，三）
漢　　詩
工部大学校優等賞として授与された洋書
『淺田榮次追懐録』
肖　像　画
矢立（愛用品）
弓法抜書，自省録
小川清次備忘記
和歌の控え
短　冊
『石田憲次歌集』及び短冊
ジェスト　ブック，くじ，判じ物書簡
淺田自身の人生観をつづった詩
家計簿（3冊，英語・フランス語・エスペラント）
日　記（7冊，英語・ドイツ語・エスペラント）
履歴書（大正3年に書いたもの）
写　真
英字イルミネーション（2点，エスペラント運動の同志，E．Gauntlettの作）
　　米国における関係資料
渡米後まもない書簡（明治21年5月1日，エバンストタンより小川清次宛）
渡米日記（明治21年8・9月，小川清次宛）
ガレット神学校案内冊子（1891年度版と1987－90年度版）
ガレット神学校学籍簿写し
ガレット神学校写真（3枚）
明治10年3月
明治10年10月9日
明治16年7月14日
明治19年7月
明治20年7月15日
明治21年3月11日
明治21年3月21日
明治21年3月22日
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エバンストン時代の鉄道料金割引証（聖職者用）5枚とガレット神学校在学証明書
Japanese　Poetry（ノースウエスタン大学誌寄稿論文〉
ガレット神学校長Dr．H．B．Ridgawayの人物謹明書（1890年3月11日）
The　New　Orient（ガレット神学校卒業演説，1891年5月〉
飾㎜Eμ〃碗耐o　L伽4伽伽飽漁死勉四εε勿（M．J．Ball女史より贈られたもの）
Dr．W．R．Harperによるヘブライ語通信教育の添削（31通）とそのテキスト
Dr．W．R．Harperが淺田に与えた進路助言の書簡（1891年6月4日）
コロンビア大学大学院履修科目登録簿（1891年10月19日）
コロンビア大学大学院に於ける履修謹明書（1892年4月28日）
ユニオン神学校Dr．Briggsの講義録2冊と淺田宛書簡
The　Titles　of　the　Psalms（ユニオン神学校提出論文，1892年4月）
シカゴ大学初代総長W．R．Harperの書簡（1892年6月20日）
The　Prophet　Isaiah　in　Ris　Relation　to　the　Politics　of　His　Time
　（シカゴ大学大学院在学中のエッセー，1892年11月11日）
井深明治学院総理との就職交渉の書簡（1893年）
淺田榮次学位論文（シカゴ大学第一号のph．D．1893年）
W．R．Harper総長書簡（淺田帰国後，1894年2月13日）
シカゴ大学で淺田と同期であったE。J．Goodspeed同大学教授書簡
　（淺田没後，東京外語教授吉岡源一郎宛，1915年8月11日）
シカゴ大教授丁．G．Soaresの追悼文（遺族宛，1915年8月）
シカゴ大学S．Mathews教授書簡（外語教授吉岡宛，1915年10月12日）
T．W．Goodspeed，A伍3吻げ伽砺¢”6γ3吻αCん伽go（1972年，初版1916年）
丁勉砺¢％醜り740ん伽80Mα8σz伽（1915年）
丁勉伽吻薦吻アげC醜oαgo　Mα9α～伽ε／S翔伽9（1988年）
シカゴ大学カレンダー（1987年）
　　東京外国語学校等関係資料
神田乃武書簡（2通）　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治30年5月8日
高等商業学校英語講師嘱託任命証　　　　　　　　　　　　　明治30年5月11日
高等商業学校付属外国語学校教授任命証　　　　　　　　　　明治30年8月27日
東京外国語学校教務主任任命書　　　　　　　　　　　　　　明治32年7月15日
東京外国語学校第一期生名簿　　　　　　　　　　　　　　明治30年11月調
文部省専門学務局長上田万年宛，校長神田の書簡（淺田書）　明治32年10月29日
東京外国語学校図書館規則草案（淺田の朱筆入り）
東京外国語学校第一回卒業生諸氏ヲ送ル　　　　　　　　　　明治33年7月
一年級生徒二告グ
村井知至英文書簡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治33年6月27日
同窓会員名簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治35年7月調
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明治37年度卒業生徒採用依頼書とその送付先一覧
平和克復ノ暁ニハ如何ニシテ学校ノ将来ヲ経営スベキカ　　　明治38年？
東京外国語学校創立十年記念会施行手続き　　　　　　　　　明治40年
懸賞校歌　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　明治40年
津田梅子書簡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治41年4月9日
入学者一覧（東京外国語学校　明治40年，41年，42年）
Suggestions　to　Teachrs
淺田の指導テキスト（3冊）
R．McL．Cumnock，Ch碗6彪α4伽g3（エロキューションの講義に用いたもの）
English　Men　ofLetters（ノート5冊）
English　Literature（ノート1冊）
淺田が使用した各国語語学書（7冊）
十五年問の苦楽
淺田が作った英語の定期試験問題（大正2，3年）
東京外国語学校職員表及び『東京外国語学校一覧』
感謝状及び記念品贈呈者名簿（創立15周年祝賀会に於て）
『東京外国語学校英語科同窓会会報』第4号
追悼ノ辞（村上直次郎校長）
To　the　Memory　of　the　Late　ProL　Asada（T．Kamilo）
女子教育改善の提案Miss　Lewis（青山女学院）宛
淺田逝去に際しM．C．Harris（青山学院）の追悼文
恩師の思い出（英文）M．Nishikawa
　　英語関係資料
Semitic　Languages
English　Language
Confucianism　and　Buddism　as　Instruments　of　God
The　Future　of　the　Japanese　Language　and　Literature
大正2年8月3日
大正2年12月31日
大正4年11月9日
大正4年
A　Short　History　of　the　Decipherment　of　the　Cuneiform　Inscriptions
My　Native　Village
LINCOLN　ANNIVERSARY（丁勉∫砂伽丁4惚s記載）
A　Letter　from　professor　Asada（『中外英字新聞』記載）
田舎めぐり（文部省視学委員視察記）
東京以北に於ける中等学校の現状
Difficulty　of　Speaking　English
English　Teaching　in　Mid（ile　Grade　Sshools　North　of　Tokyo
How　to　teach　English　in　Japanese　Schools
CommQn　Faults　of　Japanese　Teachers
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161
162
163
164
165
女子と外国語
Opening　Ad（1ress　at　the　Inter－collegiate　Literary　Exercises
The　Opening　Ad（lress　at　the　Chuo　English　Speaking　Exhibition
高等小学校用英語教科書編纂方針
『小学校用文部省英語読本』原稿
丁勉M励％3死δE物9励Rεα4θ7蜘7EZ6惚％助S・ん・・」s（1・2）
『小学校用文部省英語読本巻一教授書』原稿
『小学校用文部省英語読本巻一教授書』
且s吻智伽g励R6α伽3（1・3・4・5）
、4s磁爵伽g傭ん他α伽3編纂資料
淺田英語読本採用依頼状
Asα面もP禰伽ZR6α46貿s（1・2・3・4）
『淺田プラクチカルリーダー』第一巻「緒言」草稿
『淺田氏プラクチカルリーダー参考書』及び原稿
THE　IMPERIAL　PRECEPTS　TO　THE　SOLDIERS　AND　SAILORS　OF　JAPAN
THE”BOSHIN”IMPERIAL　RESCRIPT
『英和・和英諺語辞典』及び緒言原稿
　　エスペラント関係資料
Esperanto－An　International　Ianguage
NECESSITY　OF　AN　INTERNATIONAL　LANGUAGE
Bonveno－Parolado　por　Prof．Gauntlett（1906年7月23日）
La　Estonto　de　Esperanto　en　Japanujo（1906年8月9日）
Kial　ni　devas　lerni　Esperanton？
LA　JAPANA　ESPERANTISTO
『エスペラント日本語辞書』　（共編，明治39年）
A。Motteau，E5飾翻o－E％g漉h餌6拓㎜穿（『エスペラント日本語辞書』編纂に使用）
L。L．Zamenhof，κ惚sψα肌αあo　dεE砂θ搬％渉o
La　Langtondita　Pasero
エスペラント漫画
エスヘポラント葉書・書簡（12通）
横須賀エスペラント支部会大正三年度年報（写し）
　　神　学　関　係　資　料
H吻B伽8（『奮新約全書』）
Oo3餌伽％s　Nos．1to6，丁吻卿肱寵S伽gs（賛美歌）
淺田帰国直後の説教日誌（明治26年）
『六合雑誌』4冊（淺田論文掲載）
『神学評論』（第2巻第4号，「ユダヤ教の起源及発達」）
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和諄聖書訂正の必要
高等批評トハ何ゾヤ
洪水論
聖書文学ノ目的
希伯来ノ詩学
新約二於ケル旧約引照
聖書ノ三良友
学生ノ宗教
襖形文学
基督以前ノ信仰ト基督以後ノ信仰
高等批評ノ真面目
旧約教典ノ起源及発達
旧約預言一　総論よりダビデまで
旧約預言ニ　エリヤ，エリシャより
約百記註繹一
詩篇註釈　希伯来原本二拠ル
旧約教典論
以奏亜書註繹
旧約聖書緒論　預言
旧約聖書緒論　聖録
旧約聖書緒論　六書
猶太歴史
希伯来書註繹
雑題講義
ダビデノ死ヨリ南朝滅亡二至ルマデノ詩篇
七十人訳
福音書のメシヤ
説教題（神学生ノ需二応ジテ作ル）
聖書地理
　　　　浅田栄次資料展
期　　問：1989．6．30（金）～7．9（日）
会場：徳山市立中央図書館
資料提供：浅田家，シカゴ大学，広島大学
主　　催：徳山市，徳山市教育委員会
主　　菅：徳山ユネスコ協会，淺田榮次資料展実行委員会
後　援：山口県，山口県教育委員会，日本英学史学会広島支部
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